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ロ氏し @ 横浜市南区 六ソ Jl り 

臣民 は 、 横浜市精神障害者住み 占え ，                 

目して l999 年から現在の 家に住んている。 
み 始めた頃 は母親との 2 人暮らしたった 

、 200 「 に母親が亡くなⅠ て 現在は 1 入幕 

し ホームヘルフサーヒスを 週 i 回受けて 

る - 

  円玉月旦五皿 握 且且 世 @ 

クループホームの 運営工員も担っている 広口氏たか、 「精神 

」， ; 白は地域のなかて、 てきるだけ " 点 " となって住む へ きた」 

という。 自分かこの方に 住み、 日々接するなかて 近所の人々の 

精神障害者に 対する、 ミか 進み、 さまさまな 一て サポートして 

ぐれるようになった」自分か 住むことによってこの 地域は ヱ 

わった 、 い や " 変えた，のたという。 

広田氏は最近、 打。 ． し 足を骨折、 車椅子の不自由な 生活を余 

持 なくされた，このとき 広田氏 ナ 支えたのか近所の 人々、 そし 

、 広田氏を頼り 阻 まに 訪れる 枯坤障 ㍉者の人々たった。 出 ざく 

ことかままならない 広田氏に代わⅡお 弁当を買って 家に f, っ 

" し きてくれた」そうた ，普段は広田氏に " 支えられている " 自 

分か 、 逆に広田氏を " 支える " ことかできた ，そのことか 甲信 

者自身の大きな 旧伝につなかったという。 

文 寸言 炎巨 だけでなく                 談 中にも何度も 電話が鳴った。 こ 講演依頼などのⅠ A Ⅹが次々と舞い 込み、 ちゃぶ 

の 日はあ ぐらをかくのは 膝が辛いという 澤 氏を気遣い、 台は原稿や資料が 山。 み 。 奥の C 畳 ， : 寝室。 この 

田屋の中に折りたたみの 椅子とテーブルを 用意した。 ほか相談者宿泊用に 使用している 4 計半 Ⅰあ る。 

六ッ 州立 悉 ; 横浜市南区 )     
  

前で 澤 氏と待ち合わせ   
この交番は、 広田氏 宅を 

訪ねる人との 待ち合わせ 

場所になっている ， 

  
六ツ川 商店街のパン 屋さん 
「フリアンド」社長の 安田武司氏 

  安田氏は広田氏の 大事な " 地域 

  サポーター " の 「 人 。 




